
福島のニュース

震災関連死　福島県１６０５人に　１１月３０日現在　

　東日本大震災と福島第１原発事故の避難生

活の長期化などで亡くなった福島県の震災関

連死の犠牲者が１１月３０日現在で１６０５人に

上り、津波による直接死の１６０３人を上回った

ことが県のまとめで分かった。

　市町村別では、多い順に南相馬市４３７人、

浪江町３０９人、富岡町２０２人、いわき市１１６

人、大熊町、双葉町各９９人。原発事故の避難区域に集中した。

　県によると、避難生活の長期化でストレスが高まって命を落とすケースが目立つ。高齢者が原

発事故の混乱で適切な治療を受けられなかったり、長距離移動を強いられ病状を悪化させたり

して寿命を縮める例も多い。

　関連死は岩手県が４２８人、宮城県が８７８人と犠牲者全体の１割に満たず、原発事故を抱え

る福島県が突出している。

　福島県生活再建課は「福島県は避難者が約１４万人と被災３県で最多で、故郷を離れざるを

得ない避難者も多く、ストレスが大きい」とみる。

　兵庫県立大の室崎益輝防災教育センター長は「福島県の被災者は放射能ストレスがあり、生

活再建の道筋も見えないなど固有の問題を抱える。原発事故と関連死の因果関係を詳しく調べ

、関連死の増加に歯止めをかけるべきだ」と指摘した。

＜震災関連死＞　避難生活のストレスや持病の悪化などで亡くなるケースで、津波などで死亡す

る直接死と区別される。市町村の専門委員会が震災、原発事故との因果関係の有無を審査し、

認定されると災害弔慰金が支払われる。
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